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＜病棟連絡事項＞

＜患者様連絡事項＞
・上関　孝三様～DM食20単位1600kcal　硬粥・粗キザミへ変更となる。
　　　　　　　　点滴2本/日開始となる。ミルタザピン1×夕　中止。
　　　　　　　　BS　3検　スライディングスケール開始に伴いヒューマリンR注処方となる。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　追記：本日夕食前血糖値56mg/dlと低値な為主治医へ状態報告しスライディングスケールの値（単位）×50％の指示有り。また本日より1週間食前薬中止の指示有り、除剤している。
　　　　　　　　　

【退院】
・山本　嗣教様～八戸日赤病院へ転院の為当院退院となる。

【転出】
・沼山　真紀子様～療養環境変更目的にて西B27号室へ転出となる。

【転入】
・金山　辰巳様～療養環境変更目的にて東A10号室へ転入となる

・本田　未来様～療養環境変更目的にて東D19号室へ転入となる。


＜皮膚科＞
・小笠原　久年様～特変なし　爪一部剪子。同前処置。

・青木　昭弘様～特変なし　同前処置。

・飯田　修子様～特変なし　同前処置。
・若沢　理子様～特変なし　同前処置。

・関川　ヨネ様～右下腿　漸次軽快　同前処置（両下腿浮腫著明）

・下妻　康貴様～①趾の皮疹漸次軽快、②左鼻口部　著明に軽快、同前処置。

・城前　実様～特変なし、爪一部剪子。同前処置。

・森山　鈴子様～背部皮疹治癒。

・水梨　孝純様～右踵の皮弁切除、同前処置。

＜田名部Dｒ診察＞
・袴田　将志様～水の飲みすぎに注意する事継続。開放観察時間を設けながら観察し、早期に解除に向け介入していく。臨時薬ラツーダ追加となる。

・立花　圭様～自室、ベッド上が散乱している。片づけていくよう主治医よりお話しあり。臨時薬同内容継続処方。

・小笠原　久年様～幻聴について「騙される」と話している。左眼が赤い、ぶつけたり
はしていないとの事。経過観察。臨時薬同内容継続処方。

・若沢　理子様～部屋の隅にてマットレスでバリケードしている。問いかけにも素気ない。ロドピンは減量してきていたがまた追加。

・谷地　寿梨様～食欲はないが間食はしているとの事。幻聴については「乱暴なのはない」と答えている。臨時薬同内容継続処方。

・板橋　利美様～エンシュアリキッドは下痢すると拒否、中止となる。他の栄養補助食品を提案するが、いらないと拒否。メイバランスミニ1日3本は継続する。

・中澤　政固様～排便-7日となっていること報告、酸化マグネシウム(330）2T　1×昼　1日分処方となる。他臨時薬は同内容継続処方。退院先に有料あいわの里に戻れるのか施設へ確認するよう指示あり。

・佐藤　英男様～指振戦はなし。夜間眠れているが、頻尿であり、出たいと思っても少量しか出ないと話している。臨時薬内容変更にて7日分処方。

・藤井　孝蔵様～臨時薬継続5日分処方となる。

＜馬渡Dｒ診察＞
・野口　房子様～・エビリファイ持続性水懸筋注用４００ｍｇシリンジ 1 キット 筋肉注射　1回
・アリピプラゾールOD錠12→６ｍｇ 減量
・バルプロ酸ナトリウム細粒２０％3g→4 ｇ 増量 と変更。筋肉注射の副作用次第で退院予定。

・宮崎　宏之様～臨時薬他7日分同一処方

・村上　博昭様～プラミペキソール1.0→0.5mgへ減量。その他同内容7日分処方する。

・小笠原　益治様～グラマリール中止。臨時薬7日分同一内容で処方。
ソリタT3　500ｍｌ一本8/18日まで継続指示。経口摂取量減少の為、家族に経管栄養にする意向はあるか確認の指示あり。

・佐々木　理佳様～リボトリール錠０．５→1ｍｇに増量。他7日分同一処方。ゼプリオン水懸筋注１５０ｍｇシリンジ　1キット処方。

・泉山　紀子様～臨時薬7日分同一内容で処方。

・板橋　ちよ様～トラゾドン50→75mg、クエアチピン75→112.5mgに増量
他7日分同一処方。

・工藤　秀雄様～デエビゴ（7.5）→10ｍｇ、ミルタザピン（15）１錠→2錠に増量。二セルゴリン（5）3錠→2錠に減量。その他同内容で7日分処方となる。


